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平成 17 年度 ～ 令和 3 年度

① ④

② ⑤

③

単位 平成 29 年度 平成 30 年度 平成 元 年度

目標

実績

目標

実績

目標

実績

費

29 30 元

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

4 4 1 4

4 4 3 2

今後の方向性 拡大・充実

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

近年の厳しい農業情勢を受け、農業経営の安定化を図るためには、補助金を交付することにより土地改良施設の計画的な整備補修を実施する
ことが必要不可欠です。

有効性 本事業の実施により、農業用施設及び農家以外にも、地域の防災機能の向上や生活道との兼用等、周辺の非農家住民にも効果があります。

達成度 事業実施により、土地改良施設管理者の管理意識の昂揚を図るとともに、土地改良施設の機能の保持と耐用年数の確保が図られています。

必要性

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 22,675 20,050 16,557

計(Ａ) 21,304

Ｂ 必要性 有効性

18,284 14,760

人件費(Ｂ)
正職員工数・経費

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価者 農林土木係
総　合
評価点

Ｂ 必要性 有効性 達成度 効率性

当面の
課　題

予算不足により事業の進捗が図られず、地元要望に応じた事業完了が達成できていないため、早急に実施する必要があります。

効率性 東温市財務規則に準じ、適正な価格で工事実施できるよう努めています。

改　革
計　画

農業生産基盤の整備は必要不可欠であるので、予算確保の要望を行っていきます。

今後の方向性 現状維持達成度 効率性

二次評価で
の指摘事項

協定に基づき計画的に整備を行い、生産基盤の改善を目指して下さい。

二次評価者 農林振興課長
総　合
評価点

0.228 1,371 0.288 1,766 0.288 1,797

臨時職員工数・経費 0.000 0 0.000 0 0.000 0

0

その他特定財源 0 178 0

一般財源 21,304 18,106 14,760

Ｄ
Ｏ

予算費目 会計 一般会計 費目名 農林水産業

直接事業費

平成 年度決算 平成 年度決算 平成 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 0 0 0 左記の直接事業費は補助金
が主で、市が支出する費用と
しており、実質的な事業費と
は異なります。

地方債 0 0

計算式又は指標設定理由 最終目標

業務の性質上、指標設定になじ
まない

公的関与

089-964-4409 メールアドレス nourinshinkou@city.toon.ehime.jp

（５）農業生産基盤の充実

事業区分

事業の対象 南野田の土地改良施設 根拠法令

総合計画 政策目標 第３章 創造性と活力に満ちた元気産業のまち 政策項目 １ 農林業の振興

014 1050 事務事業名 公共下水道処理場周辺整備事業 細事務事業名

主要施策

該当 事業期間

事業の目的 最終的
公共下水道処理場周辺（南野田）の未整備土地改良
施設を協定に基づき順次整備し、農業生産性の向上
及び農業構造の改善を目的としています。

今年度
南野田上組農道（９路線）改良工事・南野田出作農道（３８路
線）舗装工事・南野田白石水路測量設計委託業務を行いま
す。

活動内容

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

課　　名 農林振興課 係　　名 農林土木係 電話番号

ハード事業 事業運営方法 補助等 実施計画

地元からの事業要望のとりまとめ 工事等契約執行事務

関係機関との協議・調整 工事等の監督

補助金交付事務

成果指標

指標名
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年度 ～

① ④

② ⑤

③

単位 平成 29 年度 平成 30 年度 平成 元 年度

目標

実績

目標

実績

目標

実績

費

29 30 元

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

4 4 3 4

4 4 3 3

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 20,258 9,889 56,937

計(Ａ) 17,541

期間設定なし

Ａ 必要性 有効性

今後の方向性 拡大・充実

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

森林施業の効率化、地域住民の通行の安全や物資の運搬を確保するため適時、適切な維持・改良が必要です。

有効性 林業関係者以外にも、自然公園や他町へのアクセス道路となっており、近年の自転車ブームもあいまって利用者が多くなっています。

達成度 林道の維持・改良工事により安全性確保および林業経営基盤の改善が図られています。

必要性

7,112 54,110

人件費(Ｂ)
正職員工数・経費

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価者 農林土木係
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性 達成度 効率性

当面の
課　題

緊急時における市管理林道の現状把握速度が不十分で、対応が遅れる可能性があります。

効率性 現地踏査を行い、必要最小限の維持・改良工事を行うため、規模及びコストは適切です。

改　革
計　画

松山流域森林組合や自治区との関係を密にし、情報収集能力の向上に努めます。

今後の方向性 現状維持達成度 効率性

二次評価で
の指摘事項

森林施業計画との調整を行い、効率的な林道整備に努めて下さい。

二次評価者 農林振興課長
総　合
評価点

0.452 2,717 0.453 2,777 0.453 2,827

臨時職員工数・経費 0.000 0 0.000 0 0.000 0

10,800

その他特定財源 342 0 750

一般財源 5,454 2,062 18,580

Ｄ
Ｏ

予算費目 会計 一般会計 費目名 農林水産業

直接事業費

平成 年度決算 平成 年度決算 平成 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 7,745 3,450 23,980

地方債 4,000 1,600

計算式又は指標設定理由 最終目標

業務の性質上、指標設定になじ
まない

公的関与

089-964-4409 メールアドレス nourinshinkou@city.toon.ehime.jp

（５）農業生産基盤の充実

事業区分

事業の対象 市管理林道、林業関係者 根拠法令

総合計画 政策目標 第３章 創造性と活力に満ちた元気産業のまち 政策項目 １ 農林業の振興

014 1070 事務事業名 林道整備（改良・維持管理）事業 細事務事業名

主要施策

該当 事業期間

事業の目的 最終的
市管理林道を維持・改良することにより通行の安全性確
保および林業経営基盤の改善を図ります。

今年度
市管理林道の維持管理、林道上林河之内線・林道九騎線
の改良工事を行い、通行の安全を図ります。

活動内容

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

課　　名 農林振興課 係　　名 農林土木係 電話番号

ハード事業 事業運営方法 補助等 実施計画

事業要望とりまとめ事務 工事の監督

林業・林道関係者との協議・調整事務

工事契約の執行（入札・変更・検査・精算）

成果指標

指標名


